
３　
月　
2  2  
日　
、　
新　
し　
い　
「　
長　
門　
市　
」　
が　
誕　
生　
し　
、　
市　
役　
所　

玄　
関　
前　
で　
市　
職　
員　
や　
市　
民　
の　
み　
な　
さ　
ん　
が　
参　
加　
し　
て　
「　
長　

門　
市　
開　
市　
・　
長　
門　
市　
役　
所　
開　
庁　
式　
」　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

式　
で　
は　
、　
江　
原　
清　
長　
門　
市　
長　
職　
務　
執　
行　
者　
が　
「　
進　
取　
の　

精　
神　
の　
も　
と　
に　
、　
ふ　
る　
さ　
と　
長　
門　
と　
三　
隅　
、　
日　
置　
、　
油　
谷　

に　
寄　
せ　
ら　
れ　
た　
多　
く　
の　
人　
々　
の　
英　
知　
と　
努　
力　
と　
情　
熱　
が　
見　

事　
に　
開　
花　
し　
、　
本　
日　
、　
こ　
こ　
に　
新　
し　
い　
長　
門　
市　
の　
誕　
生　
を　

迎　
え　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
感　
激　
の　
な　
か　
、　
先　
人　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

へ　
の　
努　
力　
に　
深　
い　
敬　
意　
を　
表　
し　
つ　
つ　
、　
新　
し　
い　
長　
門　
市　
の　

将　
来　
像　
で　
あ　
る　
『　
豊　
饒　

ほ
う
じ
ょ
う

の　
海　
と　
大　
地　
に　
、　
笑　
顔　
行　
き　
交　
う　
、　

未　
来　

ゆ

め

の　
ま　
ち　
』　
の　
実　
現　
に　
向　
け　
、　
市　
民　
の　
皆　
さ　
ん　
と　
と　
も　

に　
、　
新　
し　
い　
歴　
史　
を　
築　
い　
て　
い　
く　
こ　
と　
を　
誓　
い　
、　
こ　
こ　
に　

長　
門　
市　
の　
開　
市　
を　
宣　
言　
し　
ま　
す　
」　
と　
開　
市　
を　
宣　
言　
。　
テ　
ー　

プ　
カ　
ッ　
ト　
や　
く　
す　
玉　
割　
り　
を　
行　
い　
、　
新　
生　
「　
長　
門　
市　
」　
の　

第　
一　
歩　
を　
踏　
み　
出　
し　
ま　
し　
た　
。　

長門市長職務執行者
（旧日置町長）

江　原　　　清

圏　
域　
１　
市　
３　
町　
が　
大　
同　
結　
束　
、　
新　
た　
な　
一　
歩　
を　
踏　
み　
出　
す　
こ　

と　
が　
で　
き　
ま　
し　
た　
こ　
と　
、　
ご　
同　
慶　
の　
至　
り　
に　
存　
じ　
ま　
す　
。　
こ　
の　

間　
、　
ひ　
た　
す　
ら　
地　
域　
の　
将　
来　
を　
見　
据　
え　
、　
新　
市　
胎　
動　
に　
多　
大　
な　

ご　
尽　
瘁　

じ
ん
す
い

を　
賜　
り　
ま　
し　
た　
関　
係　
各　
位　
、　
な　
ら　
び　
に　
市　
民　
皆　
様　
の　
深　

い　
ご　
理　
解　
と　
ご　
支　
援　
に　
対　
し　
、　
衷　
心　
よ　
り　
敬　
意　
と　
謝　
意　
を　
表　
す　

る　
次　
第　
で　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
。　

豊　
饒　

ほ
う
じ
ょ
う

の　
海　
と　
大　
地　
を　
、　
か　
け　
が　
え　
の　
な　
い　
生　
活　
生　
産　
基　
盤　
と　

し　
、　
経　
済　
圏　
・　
生　
活　
圏　
を　
共　
有　
す　
る　
当　
圏　
域　
に　
お　
き　
ま　
し　
て　
は　
、　

日　
常　
的　
に　
普　
段　
着　
で　
の　
密　
接　
な　
交　
流　
が　
は　
か　
ら　
れ　
て　
お　
り　
ま　
す　

が　
、　
い　
ざ　
合　
併　
と　
な　
り　
ま　
す　
と　
様　
々　
な　
思　
惑　
が　
交　
錯　
し　
、　
こ　
こ　

に　
至　
る　
ま　
で　
に　
は　
、　
そ　
れ　
な　
り　
に　
生　
み　
の　
苦　
し　
み　
が　
あ　
り　
ま　
し　

た　
こ　
と　
は　
、　
ご　
高　
承　
の　
と　
お　
り　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

新　
市　
が　
ス　
タ　
ー　
ト　
し　
た　
現　
在　
、　
最　
早　
、　「　
笑　
顔　
行　
き　
交　
う　
、　

未　
来　

ゆ

め

の　
ま　
ち　
」　
の　
実　
現　
に　
向　
け　
て　
、　
前　
進　
あ　
る　
の　
み　
で　
あ　
り　
ま　

す　
。　
今　
後　
、　
新　
生　
「　
長　
門　
市　
」　
が　
市　
民　
皆　
様　
方　
と　
行　
政　
と　
の　
協　

働　
の　
も　
と　
、　
例　
え　
小　
さ　
く　
と　
も　
キ　
ラ　
リ　
と　
光　
る　
ま　
ち　
と　
し　
て　
、　

い　
よ　
い　
よ　
存　
在　
感　
を　
発　
揮　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
よ　
う　
、　
そ　
し　

て　
平　
成　
の　
大　
合　
併　
が　
当　
地　
域　
の　
飛　
躍　
の　
大　
き　
な　
転　
換　
点　
と　
な　
り　

得　
ま　
す　
よ　
う　
、　
市　
民　
皆　
様　
方　
の　
一　
層　
の　
ご　
支　
援　
と　
ご　
協　
力　
を　
、　

心　
か　
ら　
お　
願　
い　
申　
し　
上　
げ　
る　
も　
の　
で　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
。　

写真：左から辻野旧三隅町長、片山萩県民局長、江原市長職務執行者、松林旧長門市長、藤田旧油谷町長



旧油谷町長

藤　田　芳　久

旧三隅町長

辻　野　史　朗

旧長門市長

松　林　正　俊

長　
門　
市　
と　
大　
津　
郡　
３　
町　
と　
の　
合　
併　
に　
よ　
る　
新　
「　
長　

門　
市　
」　
の　
誕　
生　
を　
市　
民　
の　
皆　
様　
と　
と　
も　
に　
お　
祝　
い　
申　

し　
上　
げ　
ま　
す　
。　

さ　
て　
、　
平　
成　
1  5  
年　
１　
月　
に　
合　
併　
協　
議　
会　
が　
設　
置　
さ　

れ　
て　
か　
ら　
２　
年　
間　
、　
合　
併　
協　
議　
会　
委　
員　
の　
皆　
様　
方　
を　

は　
じ　
め　
、　
市　
・　
町　
議　
会　
議　
員　
の　
皆　
様　
、　
そ　
し　
て　
住　
民　

の　
皆　
様　
の　
「　
合　
併　
に　
よ　
る　
新　
し　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　
に　

対　
す　
る　
熱　
い　
想　
い　
と　
深　
い　
ご　
理　
解　
に　
深　
く　
感　
謝　
申　
し　

上　
げ　
る　
次　
第　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

振　
り　
か　
え　
れ　
ば　
、　
２　
年　
前　
の　
第　
１　
回　
協　
議　
会　
が　
、　

実　
質　
的　
に　
は　
新　
市　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
の　
ス　
タ　
ー　
ト　
で　
あ　

り　
、　
あ　
の　
時　
点　
で　
私　
達　
は　
と　
も　
に　
新　
し　
い　
ま　
ち　
づ　
く　

り　
に　
着　
手　
し　
た　
の　
だ　
と　
い　
え　
ま　
す　
。　

そ　
う　
い　
っ　
た　
意　
味　
で　
は　
、　
３　
月　
2  2  
日　
の　
新　
「　
長　
門　

市　
」　
発　
足　
は　
い　
わ　
ば　
３　
年　
目　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
の　
ス　
タ　

ー　
ト　
で　
あ　
り　
ま　
す　
。　

ま　
ず　
は　
、　
１　
市　
３　
町　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
住　
民　
の　
一　
体　
感　

が　
必　
要　
で　
あ　
り　
、　
な　
に　
よ　
り　
も　
、　
住　
民　
の　
皆　
様　
が　
合　

併　
し　
て　
良　
か　
っ　
た　
と　
実　
感　
し　
て　
い　
た　
だ　
け　
る　
よ　
う　
な　

「　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
」　
を　
進　
め　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

皆　
様　
と　
本　
地　
域　
の　
歴　
史　
的　
な　
事　
業　
に　
共　
に　
関　
わ　
れ　

た　
こ　
と　
を　
心　
か　
ら　
光　
栄　
に　
存　
じ　
ま　
す　
と　
と　
も　
に　
、　
新　

「　
長　
門　
市　
」　
の　
限　
り　
な　
い　
発　
展　
を　
心　
か　
ら　
祈　
念　
い　
た　
し　

ま　
し　
て　
、　
あ　
い　
さ　
つ　
と　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
。　

新　
「　
長　
門　
市　
」　
誕　
生　
お　
め　
で　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
す　
。　

平　
成　
1  5  
年　
１　
月　
６　
日　
に　
長　
門　
市　
・　
三　
隅　
町　
・　
日　
置　

町　
・　
油　
谷　
町　
合　
併　
協　
議　
会　
を　
設　
置　
し　
て　
以　
来　
、　
１　
市　

３　
町　
一　
丸　
と　
な　
っ　
て　
合　
併　
協　
議　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
参　
り　

ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
間　
、　
合　
併　
協　
議　
会　
の　
委　
員　
の　
み　
な　
さ　
ま　
を　
は　

じ　
め　
、　
多　
く　
の　
方　
々　
の　
ご　
尽　
力　
に　
よ　
り　
、　
今　
回　
の　
合　

併　
を　
迎　
え　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
本　
格　
的　
な　
地　
方　
分　
権　
が　
進　
展　
す　
る　
な　
か　

で　
、　
新　
「　
長　
門　
市　
」　
と　
し　
て　
ス　
タ　
ー　
ト　
を　
切　
る　
こ　
と　

に　
な　
り　
ま　
す　
が　
、　
自　
己　
決　
定　
、　
自　
己　
責　
任　
の　
も　
と　
で　

住　
民　
サ　
ー　
ビ　
ス　
の　
維　
持　
向　
上　
を　
図　
り　
、　
魅　
力　
あ　
る　
ま　

ち　
づ　
く　
り　
を　
進　
め　
て　
い　
か　
ね　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

「　
合　
併　
は　
目　
的　
で　
は　
な　
く　
、　
新　
し　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

の　
た　
め　
の　
手　
段　
で　
あ　
る　
」　
こ　
と　
を　
新　
「　
長　
門　
市　
」　
の　

市　
民　
一　
人　
ひ　
と　
り　
に　
ご　
理　
解　
い　
た　
だ　
き　
、　
新　
「　
長　
門　

市　
」　
が　
住　
民　
協　
働　
参　
画　
型　
の　
新　
し　
い　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　

よ　
っ　
て　
一　
層　
の　
飛　
躍　
発　
展　
を　
期　
待　
し　
ま　
す　
。　

最　
後　
に　
、　
合　
併　
に　
あ　
た　
り　
地　
域　
の　
み　
な　
さ　
ま　
の　
ご　

理　
解　
と　
ご　
協　
力　
に　
対　
し　
、　
深　
く　
感　
謝　
申　
し　
上　
げ　
ま　
す　

と　
と　
も　
に　
、　
新　
「　
長　
門　
市　
」　
の　
ま　
す　
ま　
す　
の　
発　
展　
を　

祈　
念　
い　
た　
し　
ま　
し　
て　
、　
あ　
い　
さ　
つ　
と　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　

き　
ま　
す　
。　

新　
た　
な　
枠　
組　
み　
に　
よ　
る　
長　
門　
市　
の　
誕　
生　
、　
ま　
こ　
と　

に　
ご　
同　
慶　
に　
存　
じ　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
道　
程　
は　
平　
坦　

と　
ば　
か　
り　
は　
言　
え　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
が　
、　
他　
に　
困　
難　
を　

極　
め　
て　
い　
る　
多　
く　
の　
例　
を　
見　
る　
に　
つ　
け　
、　
合　
併　
協　
議　

会　
の　
委　
員　
各　
位　
を　
は　
じ　
め　
、　
住　
民　
の　
皆　
様　
の　
深　
い　
ご　

理　
解　
と　
ご　
尽　
力　
が　
あ　
っ　
た　
れ　
ば　
こ　
そ　
と　
、　
感　
謝　
の　
気　

持　
ち　
万　
感　
の　
想　
い　
で　
今　
日　
を　
迎　
え　
ま　
し　
た　
。　

時　
代　
の　
要　
請　
と　
強　
く　
認　
識　
し　
、　
１　
市　
３　
町　
の　
将　
来　

展　
望　
を　
描　
く　
中　
で　
多　
く　
の　
協　
議　
を　
重　
ね　
て　
参　
り　
ま　
し　

た　
が　
、　
何　
事　
も　
プ　
ラ　
ス　
思　
考　
の　
ス　
タ　
ー　
ト　
こ　
そ　
肝　
要　

で　
あ　
り　
ま　
す　
。　
油　
谷　
の　
閉　
町　
式　
で　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
は　

将　
来　
へ　
の　
大　
き　
な　
夢　
や　
、　
多　
く　
の　
友　
達　
と　
交　
わ　
る　
こ　

と　
を　
期　
待　
を　
込　
め　
て　
語　
り　
、　
そ　
の　
希　
望　
に　
輝　
く　
目　
は　

頼　
も　
し　
い　
限　
り　
で　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

各　
地　
域　
の　
特　
性　
を　
活　
か　
し　
な　
が　
ら　
も　
、　
合　
併　
の　
意　

義　
で　
あ　
る　
連　
帯　
感　
の　
高　
揚　
を　
図　
り　
、　
創　
意　
工　
夫　
の　
あ　

る　
発　
想　
で　
活　
気　
あ　
る　
街　
づ　
く　
り　
を　
目　
指　
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
新　
市　
建　
設　
計　
画　
に　
基　
づ　
き　
多　
く　
の　
施　
策　

が　
執　
行　
さ　
れ　
ま　
す　
が　
、　
各　
分　
野　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
が　
最　
大　
の　

機　
能　
を　
発　
揮　
す　
る　
ま　
で　
に　
は　
、　
時　
間　
と　
大　
き　
な　
エ　
ネ　

ル　
ギ　
ー　
が　
必　
要　
で　
す　
。　
新　
長　
門　
市　
民　
の　
パ　
ワ　
ー　
こ　
そ　

が　
そ　
の　
原　
動　
力　
で　
あ　
り　
、　
官　
民　
が　
心　
を　
一　
つ　
に　
し　
て　

取　
り　
組　
む　
こ　
と　
で　
、　
一　
日　
も　
早　
い　
新　
「　
長　
門　
市　
」　
の　

安　
定　
と　
更　
な　
る　
発　
展　
を　
心　
か　
ら　
祈　
念　
い　
た　
し　
ま　
す　
。　

選　
挙　
管　
理　
委　
員　
会　

1  0  
時　
か　
ら　
開　
催　
さ　
れ　
た　
市　
選　
挙　
管　
理　
委　

員　
会　
で　
は　
、　
暫　
定　
委　
員　
と　
補　
充　
員　
が　
互　
選　

さ　
れ　
、　
委　
員　
長　
等　
が　
選　
出　
さ　
れ　
た　
ほ　
か　
、　

長　
門　
市　
長　
選　
挙　
と　
長　
門　
市　
議　
会　
議　
員　
一　
般　

選　
挙　
に　
つ　
い　
て　
協　
議　
さ　
れ　
、　
４　
月　
1  7  
日　
告　

示　
、　
４　
月　
2  4  
日　
投　
開　
票　
の　
同　
日　
選　
挙　
と　
す　

る　
こ　
と　
を　
決　
定　
し　
ま　
し　
た　
。　

委　
員　
の　
任　
期　
は　
３　
月　
22
日　
か　
ら　
市　
議　
会　

に　
よ　
り　
選　
挙　
管　
理　
委　
員　
が　
決　
定　
さ　
れ　
る　
ま　

で　
で　
す　
。　
委　
員　
は　
次　
の　
と　
お　
り　
（　
敬　
称　
略　
）　

委　
員　
長　
　　
　　
　　
　　
　　
金　
川　
　　
鐵　
夫　

委　
員　
長　
職　
務　
代　
理　
　　
平　
田　
　　
　　
隆　

委　
　　
員　
　　
　　
　　
　　
　　
高　
見　
　　
幸　
雄　

委　
　　
員　
　　
　　
　　
　　
　　
椋　
木　
　　
清　
英　

農　
業　
委　
員　
会　

1  3  
時　
30
分　
か　
ら　
開　
催　
さ　
れ　
た　
農　
業　
委　
員　

会　
で　
は　
、　
互　
選　
に　
よ　
り　
会　
長　
に　
百　
合　
野　
英　

次　
さ　
ん　
、　
会　
長　
職　
務　
代　
理　
に　
村　
上　
忠　
之　
さ　

ん　
が　
選　
出　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

旧市・町長から江原市長職務執行者へ事務の引き継ぎ

合　
併　
初　
日　
と　
な　
っ　
た　
３　
月　
22
日　
、　
長　
門　
市　
役　
所　
で　
は　
新　
市　
発　
足　
直　

後　
に　
生　
じ　
る　
ト　
ラ　
ブ　
ル　
に　
対　
応　
す　
る　
た　
め　
の　
「　
長　
門　
市　
発　
足　
対　
応　
本　

部　
」　
が　
７　
時　
に　
設　
置　
さ　
れ　
、　
江　
原　
市　
長　
職　
務　
執　
行　
者　
は　
７　
時　
30
分　
か　

ら　
市　
各　
部　
局　
の　
部　
長　
等　
13
人　
に　
辞　
令　
を　
交　
付　
。　
引　
き　
続　
き　
条　
例　
や　
規　

則　
、　
予　
算　
等　
の　
専　
決　
処　
分　
事　
項　
の　
書　
類　
に　
署　
名　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

８　
時　
か　
ら　
の　
「　
長　
門　
市　
開　
市　
・　
長　
門　
市　
役　
所　
開　
庁　
式　
」　
は　
風　
雨　
の　

た　
め　
市　
役　
所　
玄　
関　
ロ　
ビ　
ー　
で　
行　
わ　
れ　
、　
村　
田　
哲　
雄　
・　
大　
西　
倉　
雄　
両　
県　

議　
を　
は　
じ　
め　
、　
旧　
市　
町　
の　
首　
長　
、　
正　
副　
議　
長　
、　
三　
役　
な　
ど　
約　
1  5  0  
人　
が　

出　
席　
し　
ま　
し　
た　
。　

式　
で　
は　
、　
市　
長　
職　
務　
執　
行　
者　
の　
開　
市　
宣　
言　
と　
あ　
い　
さ　
つ　
の　
後　
、　
旧　

市　
町　
の　
首　
長　
と　
正　
副　
議　
長　
な　
ど　
が　
テ　
ー　
プ　
カ　
ッ　
ト　
や　
く　
す　
玉　
割　
り　
を　

行　
い　
新　
市　
発　
足　
を　
祝　
い　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
各　
総　
合　
支　
所　
で　
も　
８　
時　
か　

ら　
総　
合　
支　
所　
開　
所　
セ　
レ　
モ　
ニ　
ー　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

８　
時　
30
分　
か　
ら　
は　
、　
新　
し　
く　
長　
門　
市　
消　
防　
団　
長　
に　
選　
任　
さ　
れ　
た　
本　

永　
博　
さ　
ん　
と　
市　
長　
職　
務　
執　
行　
者　
が　
臨　
時　
に　
選　
任　
し　
た　
５　
人　
の　
暫　
定　
教　約1 5 0人が出席して行われた「長門市開市・長門市役所開庁式」（市役所玄関ロビー）

育　
委　
員　
に　
市　
長　
職　
務　
執　
行　
者　
か　
ら　
辞　
令　
が　

交　
付　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

引　
き　
続　
き　
９　
時　
か　
ら　
、　
松　
林　
旧　
長　
門　
市　

長　
と　
辻　
野　
旧　
三　
隅　
町　
長　
、　
藤　
田　
旧　
油　
谷　
町　

長　
か　
ら　
市　
長　
職　
務　
執　
行　
者　
へ　
事　
務　
引　
き　
継　

ぎ　
が　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

1  0  
時　
か　
ら　
、　
三　
隅　
、　
日　
置　
、　
油　
谷　
の　
順　

で　
「　
総　
合　
支　
所　
開　
所　
式　
」　
が　
行　
わ　
れ　
、　
市　

長　
職　
務　
執　
行　
者　
が　
職　
員　
に　
あ　
い　
さ　
つ　
を　
し　 市幹部職員への辞令交付（大会議室）

ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
1  3  
時　
2  0  
分　
か　
ら　
市　
農　
業　
委　
員　
会　

の　
選　
任　
委　
員　
４　
人　
に　
対　
し　
、　
市　
長　
職　
務　
執　

行　
者　
か　
ら　
選　
任　
書　
が　
交　
付　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

電　
算　
シ　
ス　
テ　
ム　
や　
窓　
口　
業　
務　
で　
目　
立　
っ　

た　
混　
乱　
も　
な　
く　
、　
長　
門　
市　
発　
足　
対　
応　
本　
部　

は　
1  9  
時　
を　
も　
っ　
て　
解　
散　
し　
、　
新　
「　
長　
門　
市　
」　

は　
順　
調　
な　
ス　
タ　
ー　
ト　
を　
き　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

ま　
し　
た　
。　

教　
育　
委　
員　
会　

９　
時　
30
分　
か　
ら　
開　
催　
さ　
れ　
た　
教　
育　
委　
員　

会　
で　
は　
、　
教　
育　
長　
等　
の　
互　
選　
が　
行　
わ　
れ　
、　

次　
の　
と　
お　
り　
決　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　
委　
員　
の　
任　

期　
は　
３　
月　
22
日　
か　
ら　
市　
議　
会　
で　
教　
育　
委　
員　

が　
決　
定　
さ　
れ　
る　
ま　
で　
で　
す　
。　（　
敬　
称　
略　
）　

教　
育　
長　
　　
　　
　　
　　
　　
大　
嶋　
　　
泰　
夫　

教　
育　
委　
員　
長　
　　
　　
　　
吉　
冨　
　　
尊　
一　

委　
員　
長　
職　
務　
代　
理　
　　
田　
邊　
潤　
一　
郎　

委　
　　
員　
　　
　　
　　
　　
　　
阿　
波　
　　
宏　
之　

委　
　　
員　
　　
　　
　　
　　
　　
橋　
本　
芙　
由　
子　

暫定教育委員への辞令交付（市長室）

総合支所開所式（日置総合支所）



■ 位　置
東端　三隅上境峠　　　　　　北緯　3 4度2 1分　

東経 1 3 1度2 1分

西端　油谷向津具下俵島　　　北緯　3 4度2 3分

東経 1 3 0度5 5分

南端　俵山二郎太郎　　　　　北緯　3 4度1 5分

東経 1 3 1度0 6分

北端　油谷向津具下川尻岬　　北緯　3 4度2 6分

東経 1 3 0度5 8分

■ 市役所の位置
長門市東深川1 3 3 9番地２　　 北緯　3 4度2 2分　

東経 1 3 1度1 1分

■ 人　口 ４２，７４６　人■ 面　積 ３５７．９０　�

■ 主な島 青海島　　１４．９５　�

■ 主要湖沼 青海湖　　２４ h a（最大水深2.0ｍ）

■ 気　象
・平均気温　　１５．８　℃

・最高気温　　３４．３　℃

・最低気温　　－３．１　℃

・降 水 量　　２，０６５　㎜

・日照時間 １，４０３　時間

■ 主要山岳
・天井ヶ岳　（標高 6 9 1ｍ）下関市境

・一位ヶ岳　（標高 6 7 2ｍ）下関市境

・花 尾 山　（標高6 6 9ｍ）美祢市境

・三 ッ 頭　（標高6 1 5ｍ）俵山

・大　　滝　（標高 6 0 8ｍ）秋芳町境

・天 井 山　（標高6 0 2ｍ）秋芳町境

（標高6 0 0ｍ以上の山岳を抜粋）

■ 主要河川
二級河川

・木屋川　（延長 4 3 . 7 k m）俵山～下関市

・深川川　（延長 1 6 . 0 k m）真木～深川湾

・三隅川　（延長 1 3 . 9 k m）三隅上～仙崎湾

・掛淵川　（延長 1 3 . 0 k m）日置中～油谷湾

平成1 7年（2 0 0 5年）３月2 2日現在の住民基本台帳・外国
人登録による合計

平成1 5年（2 0 0 3年）下関地方気象台・油谷観測所


